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討論
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圏
央
道（
大
栄
・
横
芝
間
）の
早
期
完
成
等
に

関
す
る
決
議
を
可
決

　

９
月
18
日
、
菅
澤 

環
議
員
ほ
か
４
議
員
か
ら
「
圏
央
道
（
大
栄
・
横
芝
間
）
の
早
期
完
成
等

に
関
す
る
決
議
」
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

圏
央
道
（
大
栄
・
横
芝
間
）
の
早
期

完
成
等
に
関
す
る
決
議

　

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
以
下
、「
圏
央

道
」
と
い
う
。）
は
、
首
都
圏
の
広
域
的
な
幹
線

道
路
網
を
形
成
す
る
首
都
圏
３
環
状
道
路
の
一
つ

で
あ
り
、
首
都
圏
の
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
は
じ

め
、
災
害
時
等
の
緊
急
輸
送
路
の
確
保
や
沿
線
の

地
域
づ
く
り
の
活
性
化
等
、
国
土
強
靭
化
と
地
方

創
生
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
極
め
て
重
要
な
役

割
を
担
う
高
規
格
幹
線
道
路
と
し
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
が
、
全
線
の
早
期

開
通
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

　

千
葉
県
内
に
お
い
て
は
、
唯
一
の
未
開
通
区
間

と
な
っ
て
い
る
、
大
栄
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
松
尾
横

芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
（
延
長
18
・
５
㎞
）
の

本
体
工
事
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

２
０
２
４
年
度
供
用
開
始
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、

更
に
事
業
が
加
速
し
て
い
く
事
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

関
東
一
円
の
大
動
脈
と
な
る
圏
央
道
の
全
線
開

通
は
、
人
や
物
の
流
れ
の
双
方
が
活
性
化
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
観
光
、
物
流
、
ま
た
産
業
の
発
展

な
ど
、
地
域
経
済
に
大
き
な
好
循
環
を
も
た
ら
す

こ
と
が
期
待
で
き
、
と
り
わ
け
成
田
国
際
空
港
周

辺
地
域
に
お
い
て
は
、
企
業
立
地
や
市
場
拡
大
、

生
産
活
動
等
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
国
際

競
争
力
の
強
化
や
地
方
創
生
の
実
現
に
資
す
る
な

ど
、
極
め
て
重
要
な
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
．
２
０
２
４
年
度
末
の
開
通
目
標
に
向
け
必
要

な
予
算
の
確
保
に
努
め
、
確
実
に
事
業
を
進
め
る

こ
と
。

一
．
成
田
国
際
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
よ
り

新
設
さ
れ
る
第
３
滑
走
路
に
近
接
し
た
箇
所
に
、

平
成
27
年
よ
り
要
望
し
て
い
る
空
港
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
休
憩
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
。

一
．
自
然
環
境
、
沿
道
環
境
等
に
充
分
な
配
慮
を

行
う
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

令
和
2
年
9
月
18
日　
　
　

千
葉
県
多
古
町
議
会

発
議
案
第
４
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

　

令
和
3
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地

方
税
制
改
正
に
向
け
、
次
の
事
項
の
実

現
を
要
望
す
る
。

１
一
般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実

２
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
総
額
の
確
保

３�

地
方
税
収
減
少
に
つ
い
て
減
収
補
填

措
置
を
講
じ
た
弾
力
的
な
対
応

４
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築

５�

固
定
資
産
税
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

す
見
直
し
は
行
わ
な
い
こ
と
、
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
の
特
例
措

置
の
終
了

発
議
案
第
５
号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

　

国
は
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
等
し

く
教
育
を
受
け
る
機
会
を
確
保
す
る
責

務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
21
世
紀
の
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
責
任
を
持
つ
と
と
も

に
、
教
育
水
準
向
上
の
た
め
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
。

発
議
案
第
６
号

国
に
お
け
る
令
和
3
年
度
教
育

予
算
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
整
備
を
す

す
め
る
た
め
、
次
の
事
項
を
中
心
と
し

た
国
の
予
算
拡
充
を
求
め
る
。

１
震
災
か
ら
の
教
育
復
興
予
算
拡
充

２�

少
人
数
学
級
実
現
の
た
め
の
教
職
員

定
数
改
善

３
義
務
教
育
教
科
書
無
償
制
度
の
堅
持

４�

就
学
援
助
や
奨
学
金
事
業
の
予
算
拡

充
５
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の
育
成
等

６
公
立
学
校
施
設
整
備
費
の
充
実

７�

安
全
と
充
実
し
た
学
習
環
境
を
保
障

す
る
た
め
の
地
方
交
付
税
交
付
金
の

増
額

８�

感
染
症
に
よ
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が

な
い
よ
う
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

　

９
月
18
日
、
採
択
し
た
請
願
２
件
、
そ
の
他
１
件
、
計
３
件
の
意
見
書
案
が

発
議
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見
書
の
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
議
長
名
で
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
す
。

請
願
に
か
か
る

意
見
書
を
可
決

決
議
書
は
議
長
が
国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所
長
及
び
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
千
葉
工
事
事
務
所
長
に
提
出
し
ま
す
。

令和元年度決算に対し討論

賛成

賛成討論
（後期高齢者医療特別会計決算を除く）

菅澤博隆 議員

　

一
般
会
計
、
国
保
会
計
、

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
に
共
通
す
る
問
題
で
す

が
、
滞
納
の
合
計
は
3
億
円

を
超
え
ま
す
。
住
民
生
活
の

厳
し
さ
の
表
れ
と
受
け
止
め

ま
し
た
。
特
に
国
保
税
の
滞

納
は
、
資
格
証
明
書
や
短
期

保
険
証
の
発
行
に
繋
が
る
住

民
の
命
に
直
結
す
る
問
題
で

す
。
適
切
な
納
税
相
談
や
制

度
活
用
に
よ
り
、税
の
減
免
、

軽
減
等
住
民
の
暮
ら
し
を
思

い
や
る
暮
ら
し
や
す
い
町
を

作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
周
知
を
含
め
柔
軟
な

対
応
を
望
み
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
が
待

ち
望
ん
で
い
た
病
児
保
育
施

設
が
完
成
し
本
年
4
月
か
ら

供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
施
設
の

運
営
に
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
頂
き
、
そ
の
社
会
的

役
割
を
果
た
し
て
頂
き
ま
す

よ
う
、
切
望
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
進
行
の
中

で
、
子
育
て
支
援
、
食
費
支

援
等
生
活
支
援
策
を
矢
継
ぎ

早
に
打
ち
出
さ
れ
た
事
も
評

価
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
の
処
理
費

用
が
急
騰
し
て
い
ま
す
。
環

境
と
経
営
を
守
る
為
、
早
急

な
生
産
者
支
援
策
を
求
め
ま

す
。

　

ま
た
、
町
内
数
か
所
で
問

題
が
発
生
し
て
い
る
建
設
残

土
埋
立
て
に
つ
い
て
は
、
当

該
地
域
住
民
の
皆
様
の
意
向

が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
周

辺
住
民
同
意
条
項
を
盛
り
込

ん
だ
埋
立
て
条
例
の
一
部
改

正
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

迅
速
な
対
応
で
町
民
を
支
え
る

賛成

賛成討論
菅澤久 議員

　

町
か
ら
、
令
和
元
年
度
多

古
町
歳
入
歳
出
決
算
書
が
議

会
に
提
出
さ
れ
、
議
会
で
は

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
審
査
の
着
眼
点
を

「
歳
入
の
確
保
及
び
予
算
の

支
出
は
適
正
か
」「
必
要
な

事
業
に
予
算
配
分
さ
れ
て
い

る
か
」
等
に
重
点
を
置
き
審

査
に
臨
み
ま
し
た
が
、
ど
の

会
計
も
適
正
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
、
ま
た
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
お
い
て
も
、
審
査

が
充
分
に
行
わ
れ
た
経
過
か

ら
、
各
会
計
の
決
算
は
適
正

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯

か
ら
、
令
和
元
年
度
各
会
計

決
算
に
つ
い
て
、
す
べ
て
が

適
正
で
あ
る
と
認
定
し
賛
成

し
ま
す
。

■
主
な
所
感
と
し
て
は

１　

一
般
会
計

◦
財
政
力
指
数
及
び
経
常
収

支
比
率
も
妥
当
な
数
値
で
あ

り
、
財
政
の
健
全
化
が
保
た

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

◦
歳
入
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
寄
附
金
が
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
引
き
続
き
歳
入
確
保

に
努
力
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◦
歳
出
に
つ
い
て
は
、
病
児

保
育
施
設
が
運
営
に
至
っ
た

こ
と
は
、
子
育
て
支
援
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
大
き
な
事
業
効
果
が
期

待
で
き
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

２　

そ
の
他
の
会
計

◦
多
古
中
央
病
院
事
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
赤

字
幅
の
縮
減
に
努
め
て
頂
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

各
会
計
決
算
が
適
正
と
認
め
ら
れ
ま
す

賛成

賛成討論
橋本孝之 議員

　

令
和
元
年
度
多
古
町
一
般

会
計
並
び
に
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
賛

成
の
立
場
か
ら
討
論
い
た
し

ま
す
。

　

町
の
行
政
指
針
で
あ
る
多

古
町
総
合
計
画
、
多
古
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
沿
っ
て
適
正
に
行

政
運
営
な
さ
れ
た
も
の
と
判

断
で
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
決
算
で
は
成
田

空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
、

圏
央
道
整
備
に
伴
う
ひ
と
・

も
の
の
環
境
変
化
、
社
会
情

勢
に
対
応
す
べ
く
新
た
な
総

合
計
画
や
総
合
戦
略
の
策
定

に
加
え
地
域
福
祉
計
画
、
農

業
振
興
整
備
変
更
計
画
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
な
ど
「
新
た
な
町
づ
く

り
を
目
指
す
各
種
計
画
」
へ

の
着
手
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

第
３
子
以
降
出
産
・
入
学

等
祝
金
制
度
の
創
設
や
県
内

公
立
病
院
で
は
初
と
な
る
病

児
保
育
施
設
整
備
、
幼
児
教

育
無
償
化
制
度
の
開
始
な
ど

子
育
て
支
援
の
分
野
で
は
正

に
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
充

実
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
移
住
・
定
住
施
策
促

進
、
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
や
観
光
ト
イ
レ

整
備
な
ど
様
々
な
事
業
が
幅

広
い
分
野
に
お
い
て
実
施
さ

れ
、
そ
の
工
夫
と
努
力
は
大

変
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

行
政
運
営
が
適
正
と
判
断

反対討論はありませんでした


